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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　６月　３０日　（水）
司会者　本川　沙織　　記録　川守田　弘子　　

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	三浦
	佐々木
	平間

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深夜
	準夜
	○
	公休
	
	公休
	ＣＤ留守
	○
	公休

	上野(厚)
	川守田
	天間
	橋本
	本川
	沼山
	田ノ上
	畑内
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	病欠
	〇
	公休
	公休
	○
	準夜
	ＣＤ留守
	公休
	欠勤

	高橋
	上野(雅)
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原(麻)
	佐々木（孝）

	○
	○
	ＣＤ留守
	公休
	　

○
	準夜
	○
	洗濯
	深夜

	貝塚
	荻原
	小笠原(実)
	大嶋
	盛田
	鈴木
	
	
	

	Ａ留守
	深夜
	○
	公休
	業務
	○
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。
＜患者様連絡事項＞

· 田端　玲子様～７/２　９:３０～１５：３０　外出予定

（兄嫁様と司法書士の方と財産分与について、公証人役場へ行く為）

※場合によっては、７/１０も外出になるかもしれないとの事です。

　　　　　　　　　７/９　１０:００～　主治医面談　　病棟の診察室にて行います。

　　　　　　　　　当日リーダーは付添いお願いします。

· 高森　清八様～右大腿部に腫脹あり。熱感、皮膚変色なく、触れても足を動かしても

苦痛表情はなし。主治医へ報告し、レントゲン施行。結果、骨折所見

はないとの事で、様子観察の指示です。

引き続き、腹部、大腿部の状態を観察していきましょう。

　　　　　　　　　鼻汁あり、レスプレン　３Ｔ　３×ndE　２日分処方となっています。

　　　　　　　　　感冒症状の有無観察していきましょう。

＜皮膚科の変更＞

· 橋本　万様～湿疹がひどい為、デルモゾールＧ軟膏→オイラックスＨへ変更となって

います。毎日、入浴し、皮膚の状態・掻痒感の有無を観察していきま

しょう。

· 河村　勝男様～身体の掻痒感が軽減したことから、内服薬のタベジールが止めとなっ

ています。引き続き、掻痒感、皮膚状態を観察していきましょう。

· 藤田　金弘様～身体の掻痒感が軽減したことから、内服薬のタベジール、ケルガーが

止めとなっています。引き続き、掻痒感、皮膚状態を観察していきま

しょう。まだ、湿疹がある為、毎日、入浴の行い、湿疹の状態を観察

していきましょう。

＜受持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 小山　正好様～臥床している事が多い方である為、褥瘡の発生に注意していきま

しょう。

· 玉井　クニ子様～左踝部に発赤がみられています。同じ方向を見て寝ていることが多

い為、適宜、体位変換し、悪化しないよう介入をしていきましょう。

· 慶長　節子様　

· 中村　清枝様　　　　　下肢に浮腫が見られています。臥床の際は、足を挙上する等

· 久保　清蔵様　　　　していきましょう。又、排尿の状態にも注意していきましょう。

· 前川原　勝美様

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

· 高橋　康満様～趣味活動の際に使用しているパソコンが故障しているため、趣味活動

の内容を再検討する必要があるかもしれません。パソコンの調子を見

ながら、本人と相談していきます。

· 小笠原　芳郎様～自室にて、果物の種を発芽させ、栽培しています。自分で管理して

いますが、Ａユニットに付いたスタッフは、見回って土をこぼした

り、腐らせたりしていないか、観察をお願いします。

· 田端　玲子様～歩行は安定してきましたが、山田様の車椅子を押して歩いている時に、

前傾姿勢になることがあり、介入しています。転倒に注意していきま

しょう。

· 北山　和子様～車椅子座位姿勢が保持が難しくなってきています。滑り落ちないよう、

定期的に深く座り直すよう介入していきましょう。

【園芸について】

中庭で、トマトと鳳仙花を、プランターで植えることにしました。準備出来次第、取り掛かっていきます。

【七夕の飾り】

今年は、笹ではなく、紐を編んだ天の川のようなものに、飾りを付けていくことにしました。患者様に手伝ってもらって、飾りを作成中です。

＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

· 高森　清八様～右大腿部の腫脹持続しています。引き続き、歩行の状態、足の動きの

状態を観察していきましょう。鼻汁見られています。レスプレンが本日夕より臨時処方となっています。感冒症状観察していきましょう。改善が見られてきたらユニット移動も検討していきましょう。

· 和田　敦子様～確認行為頻回であること、他者への干渉があることが継続して見られ

　　ている為、内服薬変更しています。夜間睡眠状況・精神症状の変化、他者とのトラブルに注意していきましょう。

















































